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去
る
、
六
月
十
五
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら
、
青
森
県

水
産
ビ
ル
七
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
十
年
度
（
第

五
十
年
度
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
事
に
先
立
ち
、

植
村
正
治
県
漁
連
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の

木
村
守
男
青
森
県
知
事
よ
り
祝
辞
の
あ
と
、
家
政
政
市
下

風
呂
漁
協
組
合
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
、
平

成
十
年
度
収
支
決
算
を
始
め
と
す
る
8
議
案
が
上
程
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
平
成
十
年
度
を
顧
み
ま
す
と
、
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り

ま
し
た
。
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が
約
六
十
％
の
減
と
な
り
、
そ

の
漁
家
減
収
に
思
い
を
馳
せ
た
と
き
、
胸
に
迫
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
む
つ
湾
内
の
ホ
タ
テ
加
工
業
者
が
出

荷
ホ
タ
テ
加
工
製
品
か
ら
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
検
出
、
八
戸

市
の
水
産
加
工
場
が
出
荷
し
た
イ
カ
製
品
か
ら
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
検
出
等
水
産
業
界
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
大
畑
町
の
イ
カ
加
工
業
者
及
び
む
つ
湾
内
の
ホ

タ
テ
加
工
業
者
の
大
型
倒
産
は
水
産
業
界
の
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
事
件
で
し
た
。
そ
し
て
、
深
浦
町
大
戸
瀬
漁
協
管
内

で
外
国
船
の
座
礁
事
故
が
発
生
し
、
県
、
町
、
漁
協
、
保

安
部
、
県
漁
連
が
一
体
と
な
り
、
船
主
に
対
し
油
抜
き
取

り
作
業
を
進
め
さ
せ
油
流
出
も
な
く
船
体
撤
去
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
国
際
問
題
で
は
、
四
十
年
余
の
懸
案
で
あ
っ
た
日
韓
漁

業
問
題
に
つ
い
て
総
力
を
結
集
し
、
新
協
定
の
恥
部
で
あ

る
大
和
堆
を
含
む
暫
定
水
域
設
定
へ
の
強
力
な
反
対
運
動

に
参
加
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
こ
と
と
、
ス
ル
メ
イ

カ
が
新
た
に
T
A
C
制
度
に
導
入
さ
れ
、
実
施
段
階
に
入

っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
本
会
創
立
五
十
周
年
大

会
が
盛
会
裡
に
挙
行
、
そ
し
て
、
ひ
ら
め
放
流
事
業
の
成

果
に
よ
り
水
揚
げ
が
三
年
連
続
で
日
本
一
を
達
成
致
し
ま

し
た
。
ま
た
平
内
町
漁
業
協
同
組
合
の
ホ
タ
テ
生
産
量
が

単
協
と
し
て
日
本
一
と
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
、
流
石
に
青

森
県
の
海
は
豊
か
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
、
青
森
県
の
漁
港
は
百
港
を
超
え
て
お
り
建
設
省
、

運
輸
省
所
管
を
加
え
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
ま
す
。

沿
整
事
業
も
二
十
四
億
円
余
、
全
国
の
1
/
8
で
あ
り
、

日
本
一
の
予
算
額
で
あ
り
ま
す
。
ヤ
リ
イ
カ
の
魚
礁
を
目

玉
と
し
て
日
本
海
、
津
軽
海
峡
、
大
平
洋
、
む
つ
湾
と
設

置
さ
れ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
成
果
が
期
待
出
来
ま
す
。
ま
た
、

む
つ
湾
の
ホ
タ
テ
養
殖
共
済
全
面
加
入
も
日
本
一
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
木
村
県
政
の
沿
岸
漁
業
者
の
所
得
の
安
定
を
考

挨拶を述べる植村会長�

�
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え
た
全
国
一
の
補
助
金
助
成
で
あ
り
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
こ
そ
資
源
管
理
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
最

重
要
課
題
は
、
資
源
枯
渇
型
漁
業
と
の
調
整
で
あ
り
、
ト

ロ
ー
ル
等
の
減
船
が
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
、
青
森
県
日
本
海
の
漁
業
者
の
長
年
の
願

望
で
あ
り
ま
す
ト
ロ
ー
ル
減
船
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
船
主

と
地
元
の
協
力
な
く
し
て
は
出
来
ま
せ
ん
。
特
に
、
木
村

県
政
が
国
と
同
額
の
補
償
額
を
負
担
す
る
決
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
日
本
で
は
青
森
県
知
事
が
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
県
及
び
市
町
村
行
政
が
浜
と
一
体
と
な

っ
た
時
、
無
限
の
力
を
発
揮
出
来
る
の
が
海
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
力
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
が
我
々

の
責
任
で
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
は
、
我
々

漁
協
の
役
員
と
組
合
員
が
組
織
強
化
の
た
め
決
断
を
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
、
そ
し
て
次
世
代
の

若
者
と
青
森
県
の
漁
業
の
再
構
築
の
た
め
に
。�

　
十
年
度
の
本
会�

取
扱
高
は
ス
ル
メ�

イ
カ
等
の
不
漁
と�

不
況
の
中
で
六
十�

億
の
減
額
と
な
っ�

て
厳
し
い
も
の
で�

あ
り
ま
し
た
が
、�

か
ね
て
か
ら
の
充�

分
な
リ
ス
ト
ラ
態�

勢
下
の
本
会
の
業�

務
執
行
は
大
き
な�

力
を
発
揮
し
、
若�

干
で
は
あ
り
ま
す
が
出
資
配
当
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　
新
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
足

固
め
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
に
も
、
全
国
運
動
と
し

て
の
漁
業
基
本
法
制
定
を
浜
の
声
と
し
て
立
ち
上
げ
る
と

共
に
、
持
続
可
能
な
漁
業
漁
村
の
中
核
た
る
本
会
と
致
し

ま
し
て
は
、
会
員
漁
協
の
合
併
及
び
再
建
整
備
漁
協
等
の

利
子
補
給
財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
非
常
勤
役
員
の
報
酬

五
％
の
削
減
と
退
任
手
当
金
三
十
％
カ
ッ
ト
を
始
め
、
活

力
あ
る
組
織
と
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

経
営
の
健
全
化
の
中
で
、
青
森
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁

業
を
足
腰
の
強
い
も
の
と
し
、
地
方
分
権
の
時
代
に
応
え

る
「
二
十
一
世
紀
は
漁
村
の
時
代
」
と
す
る
た
め
、
努
力

す
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
1
、
漁
協
経
営
基
盤
強
化
対
策
推
進�

　
2
、
漁
業
生
産
基
盤
強
化
、
増
養
殖
事
業
等
の
推
進�

　
3
、
ほ
た
て
、
い
か
、
さ
け
、
ひ
ら
め
、
そ
の
他
漁
業 

　
　 

 
 の

安
定
的
再
生
産
の
諸
対
策�

　
4
、
水
産
物
付
加
価
値
向
上
、
加
工
新
製
品
開
発
へ
の

　
　 

 
 

取
り
組
み�

　
5
、
漁
業
経
営
の
安
定
的
発
展
の
諸
活
動�

　
6
、
水
産
物
、
水
産
製
品
の
消
費
拡
大
の
諸
対
策�

　
7
、
漁
業
用
石
油
類
、
資
材
の
安
定
供
給�

　
8
、
漁
業
環
境
保
全
対
策�

　
9
、
そ
の
他
の
諸
活
動�

代
表
理
事
会
長�

副
会
長
理
事�

専

務

理

事

�

常

務

理

事

�

常

務

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

代

表

監

事

�

監

事

�

監

事

�

植
村
　
正
治�

西
崎
　
義
三�

後
藤
　
亮
丞�

新
保
　
宜
嘉�

藤
田
　
　
匡�

新
田
　
常
雄�

高
橋
長
次
郎�

木
村
　
亀
治�

手
間
本
政
信�

柳
谷
　
　
一

立
石
　
政
男�

角
田
　
順
一�

赤
石
　
憲
二�

（
平
内
町
漁
協
組
合
長
）�

（
舮
作
漁
協
組
合
長
）�

（
員
外
理
事
）�

（
員
外
理
事
）�

（
員
外
理
事
）�

（
佐
井
村
漁
協
組
合
長
）�

（
は
ち
の
へ
漁
協
組
合
長
）�

（
む
つ
市
漁
協
組
合
長
）�

（
石
持
漁
協
組
合
長
）�

（
三
厩
村
漁
協
組
合
長
）�

（
脇
野
沢
村
漁
協
組
合
長
）�

（
下
前
漁
協
組
合
長
）�

（
泊
漁
協
組
合
長
）�

�

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、�

　
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�
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新
会
長
に
大
戸
瀬
漁
協�

　
古
川
組
合
長
を
選
任�
��

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
信
用
漁
業
協
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
連
合
会
の
第
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
年
度
通
常
総
会
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
る
七
月
十
四
日
、
青

森
県
水
産
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
開
会
の
挨
拶
で
、
石
岡
会

長
は
「
本
県
の
漁
業
状
況
は
、
主
要
魚
種
の
ホ
タ
テ
、
イ
カ
、

サ
ケ
等
が
不
振
に
終
わ
り
漁
業
経
営
、
漁
協
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
漁
協
系
統
事

業
の
経
営
基
盤
の
拡
大
を
目
的
に
『
系
統
組
織
あ
げ
て
組

合
員
、
漁
協
が
持
つ
浜
の
力
を
結
集
』
を
合
言
葉
に
、
全

国
漁
協
系
統
貯
金
三
兆
円
達
成
運
動
を
展
開
し
、
本
県
で

は
系
統
貯
金
五
百
三
十
億
円
に
対
し
て
五
百
七
十
三
億
円

の
実
績
を
あ
げ
、
達
成
率
で
は
全
国
一
位
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
信
用
事
業
統
合
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
度
は
、
十
五
の
漁
協
と
統
合
し
、
現
在
二
つ
の

支
店
、
二
十
一
の
代
理
店
、
二
つ
の
取
次
店
、
合
計
で
二

十
五
の
漁
協
に
至
っ
て
い
る
。�

　
最
後
に
、
私
は
、
こ
の
通
常
総
会
の
終
了
を
も
っ
て
理

事
の
職
を
退
任
致
し
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
よ
り
役
員
と

し
て
今
日
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

致
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
」（
中
略
）
以

上
の
挨
拶
後
、
来
賓
の
青
森
県
知
事
（
玉
熊
県
水
産
部
長

代
読
）、
岡
山
農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
長
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
提
出
さ
れ
た
議
案
が
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新

会
長
に
深
浦
町
大
戸
瀬
漁
協
の
古
川
組
合
長
が
選
任
さ
れ
た
。�

代
表
理
事
会
長�

専

務

理

事

�

常

務

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

代

表

監

事

�

監

事

�

監

事

�

◎�

�

◎�◎�

���

◎�◎�◎�◎�◎�

古
川
　
俊�

山
道
　
五
郎�

木
村
　
徳
栄�

中
村
　
岩
太
郎�

植
村
　
正
治�

田
中
　
鐵
男�

家
政
　
政
市�

川
端
　
幸
三
郎�

熊
谷
　
拓
治�

前
田
　
広
臣�

川
山
　
時
雄�

深
川
　
藤
次
郎� （

大
戸
瀬
）�

（
信
漁
連
）�

（
信
漁
連
）�

（
青
森
市
）�

（
平
内
町
）�

（
川
内
町
）�

（
下
風
呂
）�

（
小
田
野
沢
）�

（
は
ち
の
へ
）�

（
平
館
村
）�

（
小
泊
）�

（
八
戸
市
南
浜
）�

�

新
役
員
は
次
の
と
お
り�

（
◎
印
は
新
任
。
敬
称
略
）�
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本
県
沿
岸
漁
業
の
最

重
要
魚
種
で
あ
る
、
青

森
ホ
タ
テ
の
P
R
と
消

費
拡
大
を
よ
り
一
層
促

進
す
る
た
め
、
む
つ
湾

漁
業
振
興
会
と
青
森
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会

が
全
国
に
先
駆
け
て
六

月
十
八
日
を
「
ホ
タ
テ

の
日
」
と
制
定
し
た
。�

　
こ
の
日
に
制
定
し
た

の
は
、
陸
奥
湾
の
ム
ツ

（
六
月
）
と
ホ
タ
テ
の

ホ
（
十
八
）
を
合
わ
せ

て
六
月
十
八
日
と
し
た
。

こ
の
時
期
は
ホ
タ
テ
の

生
産
量
が
最
も
多
く
、

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
含
有

量
も
多
く
一
年
の
内
で
最
も
美
味
し
い
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
の
制
定
と
な
っ
た
。�

　
制
定
第
一
回
目
を
迎
え
た
去
る
六
月
十
八
日
は
、

む
つ
湾
漁
業
振
興
会
、
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
、
県
ほ
た
て
流
通
振
興
協
会
、（
社
）県
ほ
た

て
漁
業
振
興
基
金
の
4
団
体
協
賛
に
よ
り
、
陸

奥
湾
ホ
タ
テ
漁
業
を
一
斉
休
漁
日
と
し
て
各
地

で
そ
れ
ぞ
れ
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
こ
の
内
、
メ
イ
ン
会
場
で
も
あ
る
平
内
町
夏
泊
半
島
の

大
島
パ
ー
ク
で
は
、「
ほ
た
て
養
殖
顕
彰
碑
」（
揮
　
＝
木
村

守
男
知
事
）
の
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
こ
の
顕
彰
碑
は
ホ
タ
テ
養
殖
の
道
を
切
り
開
い
て
、
今

日
の
ホ
タ
テ
安
定
生
産
の
基
礎
を
築
い
た
山
本
護
太
郎
博

士
の
功
績
と
、
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
養
殖
こ
そ
が
漁
業
者
の

生
活
を
安
定
さ
せ
、
漁
業
で
生
計
を
立
て
て
い
く
基
盤
に

な
る
と
し
て
ホ
タ
テ
養
殖
の
確
立
に
取
り
組
ん
だ
、
故
豊

島
友
太
郎
翁
の
功
績
を
た
た
え
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
式
典
に
は
、
植
村
県
漁
連
会
長
（
全
漁
連
会
長
）、
三

津
谷
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
長
、
玉
熊
県
水
産
部
長
他
関
係

者
約
1
0
0
人
が
出
席
し
、
今
や
ホ
タ
テ
漁
業
も
百
億
円

産
業
と
な
る
県
の
基
幹
産
業
で
も
あ
り
、
先
人
た
ち
の

努
力
に
対
し
感
謝
の
意
を
込
め
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。�

　
ま
た
、
ホ
タ
テ
だ
け
で
な
く
陸
奥
湾
の
文
化
の
香
り

も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
趣
向
か
ら
、
先
に
建
立

さ
れ
て
い
る
歌
碑（
歌
の
散
歩
道
）に
は
、「
陸
奥
湾
讃
歌
碑
」

（
碑
文
＝
佐
藤
立
治
県
出
納
長
〈
前
県
水
産
部
長
〉）
も

建
立
さ
れ
同
時
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。�

　
こ
の
他
、
む
つ
湾
地
区
を
4
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
森
市
、

む
つ
市
、
蟹
田
町
、
平
内
町
）
に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
の

P
R
活
動
と
一
般
者
に
対
す
る
ホ
タ
テ
の
無
料
配
布
・

試
食
会
、
更
に
は
老
人
福
祉
施
設
（
36
ケ
所
）
に
ホ
タ

テ
の
贈
呈
を
行
う
等
、
陸
奥
湾
全
般
に
わ
た
る
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。�

青
森
県
水
難
救
済
会
設
立
総
会�
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最
近
の
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
等
の
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

救
難
が
後
を
絶
た
な
い
が
、
救
難
所
の
ほ
と
ん
ど
は
漁
業

の
盛
ん
な
地
域
の
漁
協
を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
主
に
漁
船
海
難
に
対
応
し
て
き
て

お
り
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
に
係
る
海
難
へ
の
対
応
が
十
分
と

は
言
え
ず
、
民
間
に
お
け
る
中
核
的
水
難
救
済
団
体
で
あ
る
、

（
社
）
日
本
水
難
救
済
会
は
、
関
係
団
体
等
か
ら
救
助
対

象
の
拡
大
化
に
対
応
し
た
救
助
拠
点
の
整
備
を
強
く
要
請

さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
水
難
救
助
活
動
の

一
層
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、
各
地
域
に
設
置
し
て
あ
る

救
難
所
が
地
域
社
会
に
密
着
し
た
救
助
組
織
と
し
て
認
知

さ
れ
、
地
元
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
支
援
が
得
ら
れ
や
す

い
組
織
づ
く
り
の
た
め
、（
社
）
日
本
水
難
救
済
会
で
は
、

平
成
九
年
度
か
ら
、
水
難
救
済
事
業
を
行
う
地
方
法
人
を

入
会
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
部
を
地
方
毎
の
救
助
組
織
と

し
て
分
離
さ
せ
、
全
国
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
救
助

活
動
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
本
県
に
お
い
て
も
、

去
る
六
月
十
六
日
（
水
）、
日
本
水
難
救
済
会
青
森
県
支

部
を
廃
止
し
、
青
森
県
水
難
救
済
会
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。�

　
設
立
総
会
に
は
、
青
森
・
八
戸
海
上
保
安
部
、
県
内
漁

協
組
合
長
ら
約
六
十
名
が
出
席
し
、
会
則
や
事
業
計
画
な

ど
六
議
案
を
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。�

�

会

長

�

副
会
長�

副
会
長�

理

事

�

理

事

�

理

事

�

監

事

�

監

事

�

植
村
　
正
治�

古
川
　
　
俊�

江
渡
代
次
郎�

田
中
　
鐵
男�

新
保
　
勝
雄�

石
谷
　
忠
二�

川
山
　
時
雄�

三
浦
　
市
雄
　� （

県
漁
連
会
長
）�

（
県
信
漁
連
会
長
）�

（
八
戸
漁
連
副
会
長
）
　�

（
川
内
町
漁
協
組
合
長
）�

（
大
畑
町
漁
協
組
合
長
）
　

（
尻
屋
漁
協
組
合
長
）�

（
小
泊
漁
協
組
合
長
）�

（
竜
飛
漁
協
組
合
長
）�

青
森
県
水
難
救
済
会
設
立
総
会

青
森
県
水
難
救
済
会
設
立
総
会�

青
森
県
水
難
救
済
会
設
立
総
会�
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む
つ
湾
漁
業
振
興
会
は
、
去
る
六
月
二
十
五
日
水
産
庁

を
訪
れ
、「
ほ
た
て
特
定
養
殖
共
済
」
の
現
行
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
、
植
村
全
漁
連
会
長
同
行
の
も
と
中
須
勇
雄
水

産
庁
長
官
他
関
係
者
に
陳
情
を
行
っ
た
。�

　
本
県
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
夏
場
の

へ
い
死
を
避
け
る
た
め
、
半
成
貝
（
一
年
貝
）
や
新
貝
（
二

年
貝
）
の
生
産
量
が
増
加
し
、
こ
れ
に
加
え
て
中
国
産
ホ

タ
テ
の
輸
入
増
さ
ら
に
は
経
済
不
況
等
に
よ
っ
て
、
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
は
、
平

成
八
年
度
よ
り
「
良
質
・
大
型
貝
づ
く
り
」
へ
の
構
造
転

換
を
図
る
こ
と
で
機
関
決
定
を
し
た
が
、
養
殖
期
間
が
延

長
さ
れ
る
こ
と
で
へ
い
死
等
の
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
、
こ

の
リ
ス
ク
対
策
と
し
て
ホ
タ
テ
漁
業
共
済
へ
の
全
員
加
入

を
図
っ
て
い
る
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
数
加
入
に
つ
い
て
は
他
の
漁
業
者

の
動
向
に
も
左
右
さ
れ
容
易
で
は
な
く
、
現
行
制
度
の
改

正
暖
和
を
求
め
て
陳
情
活
動
を
し
た
。�

　
同
行
し
た
、
植
村
全
漁
連
会
長
は
長
官
に
対
し
「
現
行

の
漁
業
共
済
制
度
は
何
が
何
で
も
全
員
加
入
を
求
め
て
い
る
。

も
う
漁
師
を
半
分
や
め
て
い
る
人
ま
で
対
象
と
し
て
い
る

こ
の
わ
ず
か
な
人
が
入
ら
な
い
た
め
に
、
共
済
掛
金
の
補

助
適
用
が
大
き
く
減
少
と
な
る
。
今
ど
き
全
員
加
入
と
い

う
発
想
は
時
代
遅
れ
だ
。
も
う
少
し
時
代
に
見
合
っ
た
制

度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
語
っ
た
。�

1
、
一
定
以
上
の
者
が
加
入
と
な
っ
た
場
合
、
現
行
全

数
加
入
と
同
等
の
国
庫
補
助
が
適
用
と
な
る
よ
う

見
直
し
を
図
る
こ
と
�

2
、
ほ
た
て
養
殖
の
実
態
に
見
合
っ
た
補
償
水
準
の
引

き
上
げ
、
及
び
掛
金
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
�

3
、
ほ
た
て
養
殖
の
施
設
被
害
及
び
稚
貝
不
足
が
生
じ

た
場
合
、
復
旧
費
用
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
�

4
、
漁
協
一
括
契
約
の
中
に
お
け
る
無
事
故
者
に
対
し
て
、

優
遇
措
置
を
講
ず
る
こ
と
�

�

中須長官へ説明�
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青森市�

むつ市�

八戸市�←岩崎村�
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�

一
日
（
火
）

・
青
森
県
漁
船
保
険
組
合
、
総
代
会�

・
第
一
回
ス
ル
メ
イ
カ
漁
獲
可
能
量
（
T
A
C
）
管
理
委
員
会�

�

二
日
（
水
）�

・
青
森
県
漁
業
環
境
保
全
振
興
協
会
、
通
常
総
会�

・
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
係
る
説
明
会�

�

三
日
（
木
）�

・
青
森
県
漁
村
活
性
化
対
策
協
議
会
、
協
議
会�

�

七
日
（
月
）�

・
資
源
管
理
型
漁
業
総
合
普
及
啓
発
事
業
普
及
啓
発
委
員
会�

�

八
日
（
火
）�

・
青
森
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
運
営
委
員
会�
�

十
日
（
木
）�

・
北
海
道
、
東
北
漁
船
海
難
防
止
連
絡
協
議
会
担
当
者
会
議�

�

十
一
日
（
金
）�

・
海
上
保
安
協
会
青
森
支
部
、
通
常
総
会�

�

十
四
日
（
月
）�

・
青
森
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
通
常
総
会�

・
青
森
県
漁
業
共
済
組
合
、
通
常
総
会�

�

十
五
日
（
火
）�

・
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
通
常
総
会�

・
青
森
県
漁
業
経
営
安
定
対
策
本
部
、
通
常
総
会�

・
青
森
県
沿
岸
漁
場
開
発
協
会
、
通
常
総
会�

・
青
森
県
水
産
振
興
会
、
通
常
総
会�

���

��

（
青
森
市
）�

（
東
京
都
）�

��

（
青
森
市
）�

（
東
京
都
）�

��

（
青
森
市
）�

��

（
東
京
都
）�

��

（
青
森
市
）�

��

（
札
幌
市
）�

��

（
青
森
市
）�

��

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

��

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

���

�
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���

十
六
日
（
水
）�

・
青
森
県
漁
船
海
難
防
止
協
議
会
、
通
常
総
会�

・
日
本
水
難
救
済
会
青
森
県
支
部
、
通
常
総
会�

・
青
森
県
水
難
救
済
会
、
設
立
総
会�

・
青
森
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会
、
通
常
総
会�

�

十
七
日
（
木
）�

・
青
森
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
、
通
常
総
会�

・
今
別
地
区
漁
協
合
併
研
究
会
専
門
部
会�

�

十
八
日
（
金
）�

・
ほ
た
て
供
養
祭�

・
ほ
た
て
養
殖
顕
彰
碑
等
除
幕
式�

�

二
十
日
（
日
）�

・
森
と
海
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

�

二
十
二
日
（
火
）�

・
青
森
県
漁
協
系
統
信
用
事
業
リ
ス
ク
管
理
強
化
委
員
会�

・
青
森
県
漁
協
系
統
貯
蓄
推
進
本
部
委
員
会�

・
全
国
共
水
連
、
総
代
会�

�

二
十
四
日
（
木
）�

・
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
通
常
総
会�

・
全
国
漁
場
環
境
保
全
対
策
協
議
会
、
通
常
総
会�

�

二
十
五
日
（
金
）�

・
ほ
た
て
共
済
に
係
る
陳
情�

�

二
十
八
日
（
月
）�

・
青
森
県
ほ
た
て
漁
業
振
興
基
金
、
通
常
総
会�

・
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
、
通
常
総
会�

�

二
十
九
日
（
火
）�

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
二
0
0
0
年
問
題
担
当
者
会
議�

�

����

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

��

（
青
森
市
）�

（
今
別
町
）�

��

（
青
森
市
）�

（
平
内
町
）�

��

（
青
森
市
）�

��

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

（
東
京
都
）�

��

（
東
京
都
）�

（
東
京
都
）�

��

（
東
京
都
）�

��

（
青
森
市
）�

（
青
森
市
）�

��

（
青
森
市
）�

�




